
 

 

令和４年度 第１回 堺市緑の政策審議会 委員意見 

＜堺市緑の基本計画改定に関する中間報告について＞ 

 

発言者 資料 委員意見・質問 対応の考え方 本編への反映該当箇所 

花田委員 資料４ ・基本理念について、緑任せな理念で、誰がまちをつくっていくのかという

印象が弱い。 

・各基本方針に紐づいている施策はそれぞれ３つあるが、基本方針３

だけ２つなのはバランスが悪い。 

・基本理念については、より質の高い新たな緑を創り

出していくために新たな基本理念を設定。 

・紐づく施策の分類を再考し、現状の分類が望ましい

と判断。 

・ P26 1.基本理念 

・ P31(2)施策の体系図 

武田副会長 

 

資料２ ・数値目標の設定について、今回の結果で今後の堺市の緑の状況を

推し量るには乏しい。質的な目標設定についても考えるべき。 

・公民連携が加速する中、公園の居心地がよく、より

滞在してもらえるような公園をめざし、新たな質的

な、目標設定として、「大仙公園の居心地の良さ」を

設定。 

・ P29 4.緑の目標 

2.活力と交流を生む緑

を創ります 

武田副会長 資料３ ・②他分野からの新規施策を反映させるのはよいが、かき集めてきて作

ったという印象なのが残念。方針なども見直していくなかで、今後 10

年の施策を考えた時に何が必要か。緑の将来像図がどの程度達成

できて、どのようなことが必要なのか精査が必要。 

・緑の質的向上を念頭に置き、基本的な将来像は現

行計画を踏襲するが、都市計画マスタープランとの整

合を図る。 

・ P25 課題や情勢を踏

まえた改定の視点 

・ P27 緑の将来像図 

武田副会長 資料４ ・グリーンインフラは一つの施策ではなく、包括的な考え方で、様々な施

策を集約させていくもの。 

・国から方針もでているので、これを踏まえ、パークマネジメントやウォーカ

ブルについても同様に考えるべき。 

・グリーンインフラについては、施策展開の方向性です

べての施策にかかるような表現に修正。パークマネジ

メントやウォーカブルについてもグリーンインフラ等の方

向性を踏まえた施策展開を実施。 

・ P31(2)施策の体系図 

奥村委員 資料４ ・イベント等で公園に集まったりするが、その際に個人が緑を意識してい

るかというと疑問。今後は、緑についての情報提供など子どもにも分か

りやすく馴染みやすいように力を入れてもらいたい。 

・HP や SNS 等を用いた情報発信については、公園の

情報など市側から一方的な情報発信となっている。

今後、関係部局と協議し、効果的な広報活動に努

める。 

・ P42㉛SNS 等を活用

した情報発信と連携 

中川委員 資料４ ・SNS のアカウントがあって何か発信しているのか。 ・Twitter については、公園緑地部内において検討中 

で、現時点でアカウントはない。 

・ P42㉛SNS 等を活用

した情報発信と連携 

今西会長 資料４ ・地球温暖化への対応について、緑が持つ CO2 吸収源が重要とある

が、地球温暖化に対する適応や、猛暑の中でも快適に暮らせるよう

な施策も必要。 

・地球温暖化や生物多様性を意識してそれぞれの施策を精査すべき。 

・それぞれの施策の中でも今後の温暖化に対して対応していくべき。 

・気候変動対策と生物多様性については、施策展開

の方向性ですべての施策にかかるような表現に修

正。 

・それぞれの施策の内容は、全庁照会を行う中で、内

容を精査。 

・ P31(2)施策の体系図 
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